
（様式１－２－⑥号）
○○技能実習評価試験実施要領（例）
Ⅰ　試験監督者等
　１　選任
　　　試験監督者は、○○技能実習評価試験（以下「評価試験」という。）に関し高い見識を有する者であって、○○職種について、専門的な技能、技術又は学識経験を有する者のうちから、以下の選任基準により、＊＊＜団体名＞（代表●●）が選任する。ただし、受検者の所属する企業や監理団体等の関係者は選任しない。
　　①　＊＊＊＊＊＊
　　②　＊＊＊＊＊＊
　　③　＊＊＊＊＊＊
　２　試験監督者の秘密保持義務等
　　　試験監督者は、評価試験に関する業務に係る職務に関して知り得た秘密を漏らし、又は、盗用してはならない。
　３　任期等
（１）試験監督者の任期は３年とする。ただし、再任することができる。
　（２）＊＊（代表●●）は、試験監督者が次に掲げる事項のいずれかに該当する場合、当該試験監督者を解任することができる。
　　　①　職務上の義務違反その他試験監督者たるに適しない非行があると認められる場合
　　　②　心身の故障のために職務の執行ができないと認められる場合
４　試験監督者の配置
　（１）実技試験の試験監督者は、試験会場ごとに複数名配置する。ただし、受検者数が○人未満の場合は、1名でも差し支えないものとする。
　（２）学科試験の試験監督者は、試験会場ごとに１名配置する。
　（３）＊＊（代表●●）は、複数の試験監督者が必要な試験の場合は、当日担当する試験監督者の中から１人を、当該試験を統括する首席試験監督者として任命する。
　（４）試験会場が、数か所に分かれる場合には、試験会場ごとに主任試験監督者を選任する。

　５　補佐員及び事務員
　（１）実技試験を円滑に実施するため、必要に応じ、試験監督者を補佐する補佐員及び事務員を試験会場ごとに受検者○名につき、各1名を配置する。ただし、受検者が○名未満の場合は、補佐員及び事務員を配置しないことができるものとする。
（２）学科試験を円滑に実施するため、必要に応じ、試験監督者を補佐する補佐員及び事務員を試験会場ごとに配置する。
　（３）補佐員及び事務員は、＊＊（代表●●）が適任者を選任する。ただし、受検者の所属する企業等の関係者や監理団体は選任しない。
　
　６　試験担当者の職務
　（１）首席試験監督者は、他の試験監督者等の試験担当者を指揮するとともに、自ら試験の実施の任に当たる。
　（２）主任試験監督者は、首席試験監督者に協力し、当該試験会場における他の試験監督者等の試験担当者を指揮するとともに、自ら試験の実施の任に当たる。
　（３）試験監督者（首席及び主任を除く。）は、首席試験監督者又は主任試験監督者に協力し、補佐員及び事務員を指揮するとともに自ら試験実施の任に当たることとし、試験会場における設備の点検、受検者に対する指示、採点等を行う。
　（４）補佐員は、試験監督者の指示を受け、試験会場の準備、試験用材料等の配布、試験時間の測定、作品の回収、採点の補佐等を担当する。
　（５）事務員は、受検者の受付（本人確認を含む。）、その他試験会場における庶務的事務を行う。
Ⅱ　試験の準備
１　試験会場の準備
　（１）試験会場には主に次に掲げるものを試験実施の前日までに準備する。
　　　①　設備、試験用材料、器具等
　　　②　試験問題及び採点表
　　　③　試験監督者、補佐員及び事務員であることを表示する腕章等
　　　④　試験の際、受検者を容易に把握するために胸又は背中に着用させるゼッケン等
　　　⑤　試験事務室、受付場所等の設置
　　　⑥　「○○技能実習評価試験　実技試験会場」、「○○技能実習評価試験　学科試験会場」等の立看板又は張り紙等
　　　⑦　受検者への説明の黒板等
　　　⑧　受検者名簿
　　　⑨　受検申請書
　　　⑩　受検票（再交付用）
　　　⑪　評価試験に必要な器具（スケール、ノギス等）
　　　⑫　救急医療品一式
　（２）出張試験方式により試験を実施する場合、実技試験における使用機器、器具等については、実習実施者に準備を依頼する。
　２　試験問題の事前公表
　（１）実技試験問題の公表
　　　①　＊＊（代表●●）は、実技試験受検者に実技試験問題（判断等試験及び計画立案等作業試験に係るものを除く。）をあらかじめ公表する。
　　　②　公表は、実技試験問題を実習実施者に送付することをもって、行ったものとみなす。
　（２）学科試験問題の公表
＊＊（代表●●）は、学科試験実施に支障の無い限りにおいて、学科試験の過去問題等を公表する。
Ⅲ　実技試験の実施
１　製作等作業試験の実施
（１）受検者の確認
　　①　試験会場の入口付近において受検者の受付を行い、受検申請書により　　　　受検票及び受検者の確認を行う。
　　②　受検票を持参しない者に対しては、氏名、生年月日、所属先等を聴取して、受検申請書の記入事項と比較し、受検申請の事実を確認した時は、受検票を再発行して入場を許可する。
　　③　遅刻者に対しては、その者を受検させると試験の公正が損なわれる場合を除き、受検を許可する。
（２）試験開始前の準備
　　　①　試験監督者は、試験会場を点検して試験の準備が整っているかどうかを確かめ、試験実施上支障がないことを確認する。
　　　②　試験監督者、補佐員及び事務員は、各役割を受検者が一見して判断できるように腕章等を着用する。
　　③　受検者には、ゼッケン等を胸又は背中に着用させる。
　　④　試験開始前に、受検者が使用する機械及び作業台等の抽選を行い、指示する。
　　⑤　試験監督者は、試験実施上必要な諸注意について受検者に説明する。
　　　⑥　監理団体及び実習実施者の関係者が受検者に手を貸したり、助言合図等をすることは不正行為となる旨事前に警告する。
（３）試験中の事務
　　①　試験監督者の作業開始の合図により、一斉に作業を開始させる。また、試験時間の経過を受検者に周知する。
　　②　試験監督者は、2回繰り返して試験問題を読み上げ、概要を説明した後、受検者から質問を受け付ける。
　　　③　受検者が、試験終了時刻前に作業を終え、退出を申し出た場合は、退出させる。ただし、試験開始後30分を経過しない場合は、急病その他やむを得ない事情がある場合を除き、退出させない。
　　④　試験監督者は、受検者の安全に特に留意し、試験中受検者が、操作を誤って機械の破損や、負傷の危険を感じたときは、直ちに適切な処置をとって事故を未然に防ぐよう努める。
　　　⑤　試験開始後、受検者の責めによらない理由で作業が中断された場合には、その理由が解消するまでの間適当な場所に受検者を待機させること。なお、その時間は、試験時間に含めない。
（４）試験終了後の事務
　　　①　採点は、別表○に定める実技試験採点基準に基づき、試験監督者が行う。ただし、客観的な採点が可能なものについては、試験監督者の指示の下に補佐人が行って差し支えない。
　　②　試験監督者は、別表○に定める採点表に署名又は押印の上、首席試験監督者又は主任試験監督者に提出し、点検を受ける。
　　③　首席試験監督者又は主任試験監督者は、試験終了後、＊＊（代表●●）が定める試験報告書を作成し、点検した採点表と合わせて、可能な限り試験実施当日中に○○技能実習評価委員会（以下「評価委員会」という。）に提出する。
２　判断等試験（又は計画立案等作業試験（ただし、計画立案等作業試験を課す場合のみ））の実施
　　判断等試験は、製作等作業試験に準じて行う。ただし、専門的な技能、技術又は学識経験を必要としないものについては、試験監督者の指示の下に補佐員が行っても差し支えない。
３　試験の停止
（１）製作等作業試験、判断等試験において、試験監督者等の試験担当者は不正行為を監視し、複数の試験担当者が、明らかに不正行為があったことを確認した場合は、試験監督者の判断に基づき、その受検者につき試験を中止し、試験問題、解答用紙及び受検票を回収してその受検者を退場させ、採点表又は解答用紙に不正事実を記録する。
（２）試験担当者は、受検者が試験中に、他の受検者の迷惑になるような行為をした時は注意し、これに従わない時は、試験監督者の判断に基づき、その受検者につき試験を中止し、試験問題、解答用紙及び受検票を回収して、その受検者を退場させ、採点表又は解答用紙にその事実を記録する。
（３）試験監督者は、上記（１）（２）の場合、適切な措置を講じた後、速やかに評価委員会及び＊＊（代表●●）に報告する。
Ⅳ　学科試験の実施
　１　試験監督者の事務
　（１）補佐員及び事務員の配置及び実施状況を常に把握し、試験中の不測の事故等に対し直ちに必要な措置のとれるように体制を整える。
　（２）初級の学科試験は、次のように行う。
　　　①　2回繰り返して試験問題を読み上げ、受検者に解答させる。
　　　②　受検者からの質問は、問題ごとに2回の読み上げを行った後に受け付ける。
　　　③　問題ごとに、受検者全員が解答できたことを確認した後、次の問題を読み上げる。ただし、その時間が2分を超える場合は、原則として次の問題に進む。
　　　④　最後の問題の読み上げが終了したら、残りの時間は自由に解答させる。
　（３）試験に関し、受検者が不正行為等を犯した場合は、下記の４により適切な措置をとった上、速やかに評価委員会に報告する。
　（４）試験終了後、試験終了時刻前に受検者が解答用紙の提出を申し出た場合又は試験が終了した場合、補佐員は、解答用紙を回収し、受検番号順に整理して試験監督者に提出する。補佐員より提出された解答用紙を正解表に基づき採点する。
　（５）試験終了後、＊＊（代表●●）が定める試験報告書を作成し、採点結果、解答用紙及び試験問題を合わせて、可能な限り試験実施当日中に評価委員会に提出する。
　
　２　補佐員又は事務員が不在の場合の試験監督者の事務
　（１）試験開始前の事務
　　　①　試験会場を点検して試験の準備が整っているかどうかを確かめ、試験実施上支障がないことを確認する。
　　　②　試験の開始時刻と終了時刻を黒板等の受検者の見やすいところに表示する。
　　　③　試験の開始前には、受検者を所定の席に着かせる。
　　　④　受検票を机上の所定の位置に出させ、筆記用具以外のものを机の上から片付けさせる。
　　　⑤　携帯電話の電源を切らせる。
　　　⑥　試験問題と解答用紙を配布する。
　　　⑦　試験実施上必要な諸注意について受検者に説明する。
　（２）試験中の事務
　　　①　巡視して、受検票を確認し、写真と受検者の照合をするとともに、解答用紙に受検番号及び氏名が記入されているか確認する。
　　　②　遅刻者に対しては、正当な理由のある者に限り受検を認めるが、試験開始後30分を経過した場合は、いかなる理由があっても受検を認めない。
　　　③　受検者が試験終了時刻前に解答用紙の提出を申し出た場合は、試験問題及び解答用紙を伏せさせて退出させ速やかに試験問題、解答用紙を回収する。ただし、試験開始後30分を経過しない場合は、急病その他やむを得ない事情がある場合を除き退出させない。
　（３）試験終了後の事務
　　　①　解答用紙及び試験問題を回収し、受検者数と枚数を確認した後、受検者を退出させる。
　　　②　試験終了後、＊＊（代表●●）が定める試験報告書を作成し、採点結果、解答用紙及び試験問題を合わせて、可能な限り試験実施当日中に評価委員会に提出する。
３　補佐員及び事務員の事務
（１）補佐員の事務
①　試験監督者の代行
試験会場が数か所に分かれていて、試験監督者が常駐できない試験会場がある場合には、＊＊（代表●●）は、補佐員に試験監督者を代行させる。ただし、不測の事故及び不正行為に対する措置をとる場合には、代行者は必ず試験監督者の判断を求め、その指示に従わなければならない。
②　試験開始前の事務
　　　a 試験会場を点検して試験の準備が整っているかどうかを確かめ、試験実施上支障がないことを確認する。
　　　b 試験の開始時刻と終了時刻を黒板等の受検者の見やすいところに表示する。
　　　c 試験の開始前には、受検者を所定の席に着かせる。
　　　d 受検票を机上の所定の位置に出させ、筆記用具以外のものを机の上から片付けさせる。
　　　e 携帯電話の電源を切らせる。
　　　f 試験問題と解答用紙を配布する。
　　　g 試験実施上必要な諸注意について受検者に説明する。
　　③　試験中の事務
　　　a 巡視して、受検票を確認し、写真と受検者の照合をするとともに、解答用紙に受検番号及び氏名が記入されているか確認する。
　　　b 遅刻者に対しては、正当な理由のある者に限り受検を認めるが、試験開始後30分を経過した場合は、いかなる理由があっても受検を認めない。
　　　c 受検者が試験終了時刻前に解答用紙の提出を申し出た場合は、試験問題及び解答用紙を伏せさせて退出させ速やかに試験問題、解答用紙を回収する。ただし、試験開始後30分を経過しない場合は、急病その他やむを得ない事情がある場合を除き退出させない。
　　④　試験終了後の事務
　　　a 解答用紙及び試験問題を回収し、受検者数と枚数を確認した後、受検者を退出させる。
　　　b 解答用紙を点検し、試験問題と合わせて試験監督者に提出する。
（２）事務員の事務
     ①　受付
　　　a 試験会場の入口付近において受検者の受付を行い、受検申請書により受検票及び受検者の確認を行う。
　　　b 受検票を持参しない者に対しては、氏名、生年月日、所属先等を聴取して、受検申請書の記入事項と比較し、受検申請の事実を確認した時は、受検票を再発行して入場を許可する。
　　 ②　庶務
　　　a 試験監督者の指示の下、補佐員の業務を補佐し、試験問題、解答用紙その他諸資料の運搬、配布、回収、整理及び保管に当たる。
　　　b 試験中は、試験室相互間の連絡に当たる。
　　　c 試験事務室内の庶務に当たる。
４　試験の停止
　（１）学科試験において、試験監督者等の試験担当者は不正行為を監視し、複数の試験担当者が、明らかに不正行為があったことを確認した場合は、試験監督者の判断に基づき、その受検者につき試験を中止し、試験問題、解答用紙及び受検票を回収してその受検者を退場させ、解答用紙に不正事実を記録する。
　（２）試験監督者は、受検者が試験中に、他の受検者の迷惑になるような行為をした時は注意し、これに従わない時は、試験監督者の判断に基づき、その受検者につき試験を中止し、試験問題、解答用紙及び受検票を回収して、その受検者を退場させ、解答用紙にその事実を記録する。
　（３）試験監督者は、上記（１）（２）の場合、適切な措置を講じた後、速やかに評価委員会及び＊＊（代表●●）に報告する。
Ⅴ　受検の申請等
　１　受検申請書の受理
　（１）公示された提出期限内に提出された○○技能実習評価試験受検申請書（以下「受検申請書」という。）に限り受付け、次の各号に掲げる事項について審査し、要件を満たしていると認めた場合にこれを受理する。
　　　①　受検資格
　　　②　必要記入事項
　　　③　本人を識別できる写真
　　　④　受検者の技能実習履歴証明書
　　　⑤　その他＊＊（代表●●）が定める添付資料
　　　⑥　所定の手数料の添付・納付
　（２）上記（１）の①の受検資格の有無は、試験実施（予定）日現在において判定する。
　（３）上記（２）の判定に当たっては、同日現在において技能実習制度に係る各号の技能実習の期間が２分の１時点であることを前提とするものとする。
　（４）下記２に規定する試験日時、試験場所の調整が困難であるときは、受検申請書を受理しない。
　（５）受理できないと認められた受検申請書は、その理由を付して受検料とともに返却する。この場合、＊＊（代表●●）は、審査に係る費用及び受検料等の返却に要する費用に相当する額を差し引くことができる。
　（６）受検申請を受理した場合は、試験日時、試験場所、受検番号、受検者名、職種・作業名等を明記した受検票を受検者に交付する。
　２　試験日時の調整
　　　　技能実習制度における修得技能等の評価に活用される試験の場合、外国人技能実習機構から技能実習生が希望する試験実施時期（以下「試験実施予定時期」という。）の情報提供があったときは、次により受検日時の調整を行う。
　　　①　試験実施予定時期の範囲内で試験を実施する。
　　　②　初級試験及び専門級試験は、各号の技能実習の期間の4分の3を経過するまでに実施するものとする。
　　　③　上級試験は、第3号技能実習期間終了までに実施するものとする。
Ⅵ　受検料
　１　受検料は、＊＊（代表●●）が定める方法により別表○に定める額を納付するものとする。
　２　収納した受検料は次に掲げる場合を除き返却しない。
　　　①　受検申請書が受理できないと認められた場合
　　　②　試験実施機関の責めに帰すべき理由がある場合
　　　③　自然災害等により、試験が実施できない場合（代替の試験が実施された場合を除く）
　
　３　受検者が指定された場所以外での試験実施を希望する場合は、所定の受検料以外に別途試験実施に係る実費相当額を徴収することができるものとする。
Ⅶ　合格者の決定
　１　試験の合否判定
　　　評価委員会は、別表○に定める「○○技能実習評価試験合否判定基準」に基づいて、試験監督者から提出のあった実技試験の採点表及び学科試験の採点結果により合否判定を、実技試験及び学科試験それぞれについて行い、その結果を＊＊（代表●●）に報告する。
　２　合格者の決定
　　　＊＊（代表●●）は、評価委員会の報告について、的確に合否判定が行われているかを審査し、合格者の決定を行う。
　３　試験結果の通知
　　（１）＊＊（代表●●）は、実技試験又は学科試験に合格した者に対しては、別に定める様式（合格通知書）により、実技試験及び学科試験それぞれの合否結果を記載し、通知する。
　（２）実技試験及び学科試験の両方が不合格であった者については、その旨通知する。
（３）初級試験及び専門級試験の合格通知書の交付に際しては、受検者の在留資格変更時期等を勘案の上、交付する。上級試験の合格通知書の交付に際しては、受検者が第３号技能実習を終了し、帰国する時期を勘案の上、交付する。
　４　再試験
　　　実技試験及び学科試験の両方又は一方が不合格であった場合、受検者より、再度受検申請が行われた時は、不合格であった実技試験及び学科試験の両方又は一方のみについて、受検日時等の調整を行った上で１回に限り再試験を行うこととする。この場合においては、受検の申請等、受検料、合格者の決定についてはⅤからⅦの規定を準用する。ただし、不正行為を行った場合の再受検は認めない。
　５　合格証書の交付
　　（１）＊＊（代表●●）は、別に定める様式により合格証書を作成し、実技試験及び学科試験の両方に合格した者に対して交付する。
　（２）初級試験及び専門級試験の合格証書の交付に際しては、受検者の在留資格変更時期等を勘案の上、交付する。上級試験の合格証書の交付に際しては、受検者が第３号技能実習を終了し、帰国する時期を勘案の上、交付する。
　６　合格証書等の再交付
　　（１）合格証書又は合格通知書（以下「合格証書等」という。）の再交付の申請は、別に定める合格証書等再交付申請書を＊＊（代表●●）に提出して行うものとする。
　（２）＊＊（代表●●）は、審査の上、別に定める様式により、再度、合格証書等を作成し、申請者に対して交付する。この場合の合格証書等には「再交付」である旨の表示をするものとする。
　７　合格の取消し等
　（１）○○技能実習評価試験の受検に関して、次に掲げる不正行為が合格証書等交付後に判明した時は、＊＊（代表●●）は、当該不正行為を行った者に対してその試験の合格を取り消すとともに、既に交付した合格証書等を返還させる。
　　　①　試験の問題等秘密事項について試験関係者に情報提供を求め、かつ、これを受けたとき
　　　②　受検申請書の記載内容に偽りがあったとき
　　　③　その他受検に関して不正行為があったとき
　（２）合格取消通知は、文書でその理由を付して行う。この場合、合格者名簿に合格取消年月日、取消の理由を記入する。
Ⅷ　試験結果の報告
１　＊＊（代表●●）は、試験結果について、試験終了後２週間以内に外国人技能実習機構の受検手続支援サイトに入力するとともに、受検者に対し通知するものとする。
